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1 前回からの課題

• 理工学研究報告書の執筆
• cambria再構築

• NWSの調査

2 達成状況および研究報告

2.1 理工学研究報告書の執筆

9月の月例発表会にエントリーした内容を不足してい
るデータや，詳細なHPLのアルゴリズム，Myrinet-2000
と 100BASE-Tの Ethernetとの比較実験などについて
追加し，「LINPACK Benchmarkによるハイパフォーマ
ンス Linux クラスタの性能評価」という題目で理工学
研究報告書スタイルにまとめた．理工学研究報告書では

HPCクラスタ Xeniaの導入，LINPACKを用いた性能
評価について述べている．第 20回の TOP500(Fig. 1)
において Xeniaは堂々の 195位にランクインした．

Fig. 1 2002年 11月度の TOP500リスト (一部)

Xeniaの最大実行性能を LINPACKを用いて解析し
た結果より，パラメータ設定について得られた知見を以

下に示す．

• 並列計算に必要のないサービスを停止することによ
り，問題サイズをスワップが起こらない限界の値ま

で大きくすることができる．

• ブロックサイズは CPUのキャッシュサイズに応じ
た最適な値にする．

• コンパイラにより，パフォーマンスが変動する．
• パラメータには依存関係が存在する．

現在は，チェックを行ってもらい「はじめに」の研究

目的を明確にすることと，「まとめ」の高性能 PCクラス
タ構築の性能見積りの点などを追記している．また，ど

のようなクラスタを構築しようとしていたかの章を設け

ることになった．

2.2 cambriaの最構築

DCASTを用いて cambriaの再構築を行った．新たに
以下のようなパッケージを追加した．

• ganglia-monitor
大規模に拡張可能なクラスタ監視，実行環境であ

り，履歴や傾向をWeb経由で視覚化することがで
きる．

ソースを入手し，debuildコマンドにより debian用
パッケージを作成した．

• Intel C++/Fortlan Compiler
Pentium系の CPUに最適化したバイナリを生成す
ることができる．

ホームページより rpmパッケージをダウンロード
し，alienコマンドにより debian用パッケージを作
成した．

• MPIライブラリ (Intel Compiler)
Intel C++/Fortalan Compilerを用いてコンパイル
したMPICHおよび LAM/MPI．
コンパイルオプションで使用コンパイラを icc，ifc，
icpcなどに指定しソースからコンパイル，インス
トールを行った．

2.3 NWSの調査

NWS(Network Weather Service) は GRID 上での
CPUやネットワークの情報を得るものである．今後行
う予定の，EVOLVE/Gや DNASのフロントエンド部
分の先駆けとして，現在は NWSの調査，実装を行って
いる．グリッド環境上では，使用するホストが広域に分

散されていることが想定されている．そのため，使用す

るホストの状態やネットワークの状態などを知ることは

大変重要である．それらの得られた情報から，性能の類

似したマシン群をクラスタリングしユーザにとって使用

しやすい GRID環境の構築を目指している．

3 今後の課題

• 理工研訂正
• NWSの調査
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